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青森県淋代南部海域，砂鉄調査

擬谷燐 博・癬襲磁

　一薄矯紹警ノk罫彗貿蕪交曙丁瀬F禽よリニ窯ε鰻τ1∫1林ぜ燦蓬鍵1ま沖腐謹こヌ寸し

　黙類離i毒懲銀よ、焦妻驚1薪毎粒勲讐の嚢蕪黛導ラテ馨ぎ身）毒講篁、を禰：筆黛し，薪毎狂棄

砂鉄の調査に対する基礎資料の収鐸難を隣的どして実撫し

た。調査方法はプ瀞トン磁力計による海上磁気測定を主

とし，一一部に底質採取を行なった難調査の結懸，鮫町，

！麩、へ濾津1装 三鷺川霞の各譲く域1こ難嚢難藩な磁慈気肇レ孟1嘗が認められ

たほか，数ヵ所に弱い磁気異常および等磁力線の湾曲部

がみいだされ，た。涯蕪丞の！雛・盤：な隷裟糞瓢異肇諺は藩幾づおよξ篤基

盤との関達が考えられ，また弱い磁気異常および磁力線

の湾曲部は海底表面における磁性物質の分布に起因する

ものと1｛籔翻瀞れるΦ

　　　　　　　　　　　　　　　（昭和3ε年8擁調礎瓢）
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